
「 尼崎の森中央緑地茅葺き民家一般公開」 のご案内

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

 平素は、県政推進に格別のご支援、ご協力を賜り有り難うございます。

さて、尼崎の森中央緑地において、森と人が共生していた里山の体験学習の場とし

て整備を進めています茅葺き民家（ 旧小阪家住宅）を、下記「 森のフェスタ 2018」
開催にあわせ一般公開しますので、ご案内申し上げます。

 茅葺き民家は、今年3月に移築を完了し、 7月には防火施設等の整備も完了しま
したが、 9 月の台風 21 号の暴風により茅葺き屋根等が被災しました。現在、復旧
作業中ですが、当日は建物内もご見学いただけるので、ぜひお立ち寄り下さい。

記

＜森のフェスタ 2018／茅葺き民家一般公開＞

日時  平成30年10月21日(日)10時から 15時 雨天中止

場所  尼崎の森中央緑地 大芝生広場

※当日は、茅葺き民家も一般公開します。

＜茅葺き民家(旧小阪家住宅)の概要＞

 旧小阪家住宅は、芦屋川右岸の台地

に位置する旧尼崎藩領三条村（ 現在の

芦屋市三条町） に所在していました。

小阪家は三条町の旧家であり、 「 芦屋

市史」 によると、正徳2年（ 1712） か

ら数年間と、文化元年（ 1804） から文

政2年（ 1818） 頃まで庄屋を務めてい

たとされています。

 建立年代は、建築様式から推定する

と、差鴨居が多用されていること、土間座敷境の大黒柱が250×270ﾐﾘの寸法をもつケ

ヤキ材であることが新しい要素とみられます。逆に、庄屋としては、一般的に時代が下

ると格の高い意匠を用いる傾向がありますが、ここでは奥の座敷にも長押が使用されて

いないことから、幕末には至らないと考えられ、 18世紀後期頃に相当すると考えられ

ます。

 六甲山系の南側、いわゆる表六甲では、茅葺き民家は数棟現存するに過ぎず、おそら

く この建物はその最古のものであると考えられます。

【 お問合せ】

兵庫県阪神南県民センター 尼崎港管理事務所 

21世紀プロジェクト推進室 

担当： 井奥、上田  TEL 06-6105-4434 
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